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研究成果の概要（和文）：(1)KVBアプローチによる誤差項の仮定についてロバストな線形時系列モデルのカバン
検定を構築した。(2)SVARモデルという多次元のモデルを用いて、日銀の近年の金融緩和政策についての評価を
行った。(3) 合理的バブルの経済モデルを時系列モデルに適用しようとすると、外れ値を含むモデルが求められ
ることを発見した。(4)(3)より、主に単位根時系列とバブル期を表すexplosive URモデルについて、現在の検定
が外れ値にロバストかどうかを調べた。

研究成果の概要（英文）：(1) I proposed a robust portmanteau test for a linear time series model in 
the sense of the assumption of the error term by KVB approach. (2) I examined the recent easy 
economy policy by bank of Japan by using SVAR models. (3) I found that the rational bubble model 
yield a (explosive) unit root model with additive outliers (4) Based on (3) I investigated whether 
unit root tests is robust to additive outliers. 

研究分野：計量経済学
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  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
計量経済学モデルでは、しばしば様々な正則条件の下で、理論構築と、実証分析がなされている。しかしなが
ら、実際の経済では、これらが成立しないケースがしばしばあることが指摘されている。本研究では、それらの
一部ではあるが、これら非正則な状況下でも適用可能な手法の提案を行った。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
計量経済学モデルでは、様々な正則条件の下で、理論構築と、実証分析がなされている。しか
しながら、実際の経済では、これら正則条件が成立しないケースがしばしばあることが指摘さ
れている。正則条件が実際に適用できない 2 つの場合をあげる。（１）統計理論では、誤差を
i.i.d.（独立かつ同一分布）であることを要求していることが多い。しかしながら、実際の経済
データでは、i.i.d.であることは保障されていない。たとえば金融時系列データでは誤差に分散
不均一モデルの１つである ARCH モデルをおくが、これは、無相関の誤差項ではるが、i.i.d.
ではない。また、より一般的に、弱定常時系列は Wold の分解定理により、無相関の誤差項を
もつMA過程で表現されるが、この無相関の誤差項も i.i.d.ではない。このように、誤差項につ
いて、無相関であるが、必ずしも i.i.d.とは限らないという条件での統計理論の構築が必要とさ
れている。（２）実際の経済時系列データは、外生的、あるいは内正的なショックをうけて、モ
デルが変化していると考えるほうが自然であるが、実際に用いる経済時系列モデルの多くは、
モデル構造が変化しないことを仮定していることが多い。これは、構造変化や外れ値など、実
際には起こりうるであろう、変化に脆弱であることを示している。そのため、時間依存による
モデルの変化という意味で、非正則なモデルとその統計的推測理論を構築する必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
研究対象である M 検定とは、ラグランジ=マルチプライヤー（Lagrange multiplier）検定、
かばん（Portmanteau）検定、ハウスマン（Hausman）検定など様々な検定方式を一般的に
表現したものである。本研究はこの検定の実用的拡張を目的としている。拡張の方針は、（１）
では、計算コストや標本の大きさの見地から実用的な検定を構築することである。また（２）
においては、構造変化や外れ値についてロバストな統計的推測手法を提案することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、パラメトリックな時間領域の時系列モデルにおいて、正則条件が満たされないこ
とで、実際の応用に支障をきたしている時系列分析に着目した。そのうえで、非正則条件とな
ったときにロバストであるかどうかの理論・シミュレーションでの検証を行い、ロバストでな
い場合の代替手法を構築し、実際の実証分析に活用できるようにしたいと計画した。（１）に対
し、Kiefer, N. M., T. J. Vogelsang, and H. Bunzel. Simple robust testing of regression 
hypotheses. Econometrica 68.3 (2000): 695-714. による KVB の方法をより一層非正則なM 
検定へ応用を考えた。この検定手法により、誤差項について、無相関であるが、必ずしも i.i.d.
とは限らないという条件でも検定を行うことが可能となった。また（２）について、構造変化
については、SVAR モデルの枠組みで、検証する方法を考えた。また、構造変化や外れ値がどう
ちらも含まれるケースも考えられるが、このようなモデルでの統計的推測を、外れ値について
ロバストな構造変化点の推測手法を開発するなどのアプローチが考えられた。構造変化と外れ
値がある研究対象として、特にバブル経済に興味を持っていたため、バブルモデルへの適用を
念頭に研究を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)KVB アプローチによる誤差項の仮定についてロバストな線形時系列モデルのカバン検定を
構築した。現在、時系列モデルであてはまりの良さを評価する検定にカバン検定と呼ばれる方
法があるが、このかばん検定は、誤差項について、i.i.d.であることを仮定している。実際の金
融時系列では、無相関であるが、i.i.d.ではないという誤差項が指摘されていた。本研究では、
KVB の方法を用いて、無相関な誤差項へ条件を緩めた場合の、カバン検定の構築を行った。 
 
 (2)SVAR モデルという多次元のモデルを用いて、日銀の近年の金融緩和政策についての評価を
行った。昨今の日銀の金融緩和政策は構造変化を加味した非正則な SVAR モデルで行う必要があ
ったため、その構造変化を吟味したうえで、経済変数同士の影響関係が研究者により恣意的に
決めることなく、データにより、推計できるような手法で金融緩和政策の影響を表すモデルの
作成と、推計を行った。 
 
(3) 合理的バブルの経済モデルを時系列モデルに適用しようとすると、外れ値を含むモデルが
求められることを発見した。現状の合理的バブルの検定の時系列モデルは、いわゆる（多変量）
自己回帰モデルで表され、そのモデルで合理的バブルの検証がなされている。本研究では、経
済モデルを吟味したところ、自己回帰モデルで表現しようとすると、外れ値が含まれるモデル
となることを導いた。 



 
(4)(3)より、主に単位根時系列とバブル期を表す explosive UR モデルについて、現在の検定が
外れ値にロバストかどうかを調べた。ADF 検定という、単位根検定ではスタンダードな検定は
外れ値にロバストではないことが確認された。そのうえで、外れ値の検出方法や、外れ値にロ
バストな ADF 検定の改良に取り組んだ。 
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